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いったい何故切れたのだ。そんな馬鹿な筈がない…全くどうしてよいか分からない感情にか

られます。結局、私としてやるべきことは、この理由を究明することによって、このような

悲しみが二度と起きないようにするということだと考えます。（大それた試みで到底出来る

筈はありませんが、少しでもそう努力したいと思っています）貴兄にも、無私の御協力がお

願い出来ると確信致します。或は主客転倒する可能性が大ですが、どうかお願い申し上げま

す。 

 実はザイルの切断について、同封ガリ版刷りの物を作ってしまいました（原稿は 1 月 7 日

上高地で）が、出来得れば、このような推測によるものを、印刷発表する前に、よく実験し、

或は夏まで待って現場調査してからにするのが、本当だと思ったのですが、1 月 6 日の朝刊

（毎日）で、竹節さん(毎日新聞運動部長)の記事で、東壁のザイル切断はザイルの欠陥でな

くて①ザイルの扱い方悪し。②古ザイル使用。③ザイルテスト不備。④ザイル細すぎ。その

他であろう。と書かれてありましたのと、実験するにしても費用その他で簡単にはゆかない

かも知れないと考え、ともかくさしあたって、当事者である私達の見解及び事実について発

表すべきで、もしも竹節さんの言が正しくなくて、ザイルそのものに欠陥があったとすれば、

また次の遭難を起こす可能性があると怖れたからです。それで 1 月 7 日、上高地ホテルで

大急ぎで作って、同じ物を５部写し、1 月 8 日下山の時松本で、朝日・信毎・中日に渡しま

した。（ザイルの切れ口などの写真を撮られました）そのうち中日では大部分記事となりま

したが（記事とする前に、ザイルを売ってくれた熊澤氏に私の記事を見せ、記事の内容、特

に販売状況が間違っていないか、確かめられました）朝日では全然出ません。私はこの理由

が分かりませんが、①私の記事の誤り、または穏当でない。②メ－カ－の圧力。③その他と

思っています。（欄外に→を使用して朝日新聞に出なかったことについての書き込み有）←

実は小生、14,15,16,17 と発病、病床にいましたので知りませんでしたが、15 日夕刊に出

たことを今知りました。藤木九三先生(登山家。ロッククライミングクラブ RCC を設立。著

『屋上登攀考』『雪・岩・アルプス』等) はご存じでしょうか。ザイルの切れ口については、

梶本さん(関西登高会、梶本徳次郎氏。東壁での遭難時に救援)もよく御存じです。尚、梶本

さん方には格別御世話様になりました。貴兄からも誠に感謝していたとお伝えくだされば幸

いです。誠に話がちぐはぐですいません。 



 救出された二名については梶本さんよくご存じですが、ともかくも助かったことは、不幸

中の幸いと存じます。凍傷の模様は、医者自らもよく分からないらしくて、今尚はっきりし

たことは言ってくれませんが最悪の場合、澤田の右足親指切断だそうです。とにかく凍傷に

は経験のない医者ばかりです。何か良い御教示はありませんでしょうか。 

 私たちの将来に関する問題が、次に浮かびあがります。神戸の町、三重県の反響は、むし

ろ岩稜会の結束、向上を、求める声が現在強いとのことで、私にとっては、非常に意外な現

象です。しかし、私自身は、今回だけでなく、会そのものに多くの反省すべき点があり、そ

ういうものが、各自反省され、完全に修正されるのでなければ、次の遭難はまた可能性があ

ることになって、それならばむしろ解散すべきだと考えるのですが、しかし、解散すれば各

自でたらめに山に入って、むしろ遭難の危険を増すという市民の声に、一体どうしたらいい

かと思い悩みます。名案はありませんでしょうか。しかし、反省すべき内容を申し上げてい

ないので、難しいのですが、個性、従来の技術そのものに対する欠陥等微妙で、一度お目に

かかりたいと思います。 

 次に、これからの会の目的とも関連しますが、実はこのことは、既に申し上げていなけれ

ばならないことなのですが、言いそびれ、申訳もありません。あるいはご存じかも知れませ

んが、昨年 7 月長越さん(登山家で山岳小説家ペンネ－ム安川茂雄氏)から新島さん(出版社

朋文堂社長)の依頼とのことで、穂高の岩場ガイドブックを書いてくれと頼まれました。こ

れは既に貴兄の『穂高岳』で尽くされている訳であって、何も私のやるところはないと思っ

たのですが、当時、本職のことで忙しかったので心ならずも返事を書かずにどうしたものか

と思い迷っていました。しかし、ガイドブックとはどういうことかともう一度考えてみます

と、例えば穂高のどこどこの岩場のル－トへ行ってみたいという希望のある者に、①まずそ

の人がその場を登る資質があるかどうか、即ち安全に登るだけの実力を持つかどうかの査定

をすることが大切で、次に②ガイドブックさえあれば、間違いなくそのル－トに取付くこと

が出来、また登攀中といえども、自らがどのような位置に居て、これからどれくらいの時間

がかかるのか、ということを知らせる必要があると思います。丁度、スイスのガイドは、例

えば客がマッタ－ホルン ツムツトグラ－ドへ行きたいと言うと、まず手ごろなゲレンデで

客のテストをする。次に連れて行って間違いなく安全に戻って来る、訳ですが、ガイドブッ



クがそれの代わりをすれば良い訳だと考えました。また最近は写真を入れることが多くなっ

ているので、写真とスケッチと平面図をいつも同一スケ－ルで並べていれれば、ル－トを見

る目がはっきりすると考えました。①については貴兄がかつて言ってみえたウエルゼンバッ

ハ（1925 年、ドイツ・ミュンヘンのアルピニスト、Willo Welzenbach 氏が難易度等級表

を提案した。現在ヨーロッパで使われている難易度はこの Welzenbach 表をもとにしてい

る）の岩場等級表みたいなものを作って、例えば中又白の上部のザラザラの部分は、どのく

らい難しいから、ここを登るには、少なくともどこでテストをしておかねばならぬといった

ことが、自然に分かるようにしなければならぬと思います。しかし、これはまた大変なので、

またもし新島氏が本年夏に間に合わせたいと考えておられれば、とうてい私達だけでは出来

ないので、8 月に北穂へ行ったとき、小山さん(小山義春氏、北穂小屋初代主)に話をして、

滝谷・本谷・白出・ジャン（ジャンダルム）を含めて涸沢を頼んで、私達は、屏風・又白・

明神・岳川をやると一応話したのですが、事実は小山さんの小屋経営で不可能ではないかと

言うことが後で分かったのですが。それで 12 月に東京に行ったとき、新島氏、長越氏（共

に初対面で非常に嬉しかったでした）にお会いして、このことについてよく話し合って、明

年の夏に間に合えばよかろうと決めました。（私達としては、昨夏と昨秋とで、屏風・又白・

明神を殆ど登り直し、写真はかなりそのつもりで集めていましたので、見ていただいて一応

意志のあるところを了解してもらった訳です）実は長越さんの発言で、主な初登攀記録を入

れたらどうかと言うことで、私も賛成しましたが、しかし、そうなると、私達だけの努力で

はどうにもなりません。全てのル－トを登り直して、比較したり、ル－トをうつしたりする

ことは出来ても、初登攀記録となると、その記録をかいた人が誰であって、どうしてお借り

するように頼むかということが分かりませんので、これは貴兄にお願いしなければならない

（もとよりそうでなくても、登るべきル－トの全ては、貴兄の『穂高岳』による以外になく、

貴兄のお許しと御力添えがなくては何も出来ませんが）と考え、冬山が終わり次第、全力を

そちらに向けようと考えていたのです。 

 しかし、今や意外の事件で「すべてのル－トを登る」ということだけでも、それどころか、

このガイドブックを作るということ自体に、否、岩稜会そのものにも検討さるべき事態とな

って、一切は白紙となったともみてよいのですが、もう一度総会ではかり直すことになる訳



ですが、小生としては、私の弟もこのことには努力していましたので、その記念の意味も兼

ね、ここで、目標をガイドブックにおきたいと願っている次第です。 

 本当に勝手な事ばかり申し上げてすいませんが、そうなったときにはどうかよろしく、文

字通り御指導、御鞭撻いただきますよう伏してお願い申し上げます。 

 別紙ガリ版刷りについて、私自身の根本的な誤り、資料のミス等考えていただき、また実

験についての方法等、御教示いただければ幸いと存じます。 

 誠に乱筆失礼しました。 

 尚、末筆ながら奥様に宜しくお伝えくださいますよう。 

     1 月 18 日    石岡繁雄 

 スワタ栄蔵様 
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